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三本木台

地(青森県)の深層熱水

上村不二雄(地殻熱部)
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はじめに

まぺち

東北本線下りに青森ゆきの列車が馬淵川に沿って八

戸に近づく頃から進行方向にひろびろとした台地が拡

のへじ

がる.台地は野辺地付近まで続き途中右側車窓に

我が国では12番目に広い小川原湖が見える.標高120m

までのこの台地を三本木台地と呼んでいる.

海岸線に沿った低い砂丘と台地にはさまれて小川原湖

た允､ほこおぷち

･鷹架沼･尾鮫沼などの湖沼カ浦から北に並んでいる.

いけづき

この台地はむかし宇治川の先陣で名高い名馬生月･

するすみ

磨墨を生んで以来南部駒の産地として栄えて来たが

今はこれに代り酪農が盛んとなり美しいサイロが目に

つく.また小川原湖から尾鮫沼にかけてはむつ小川

原工業開発地域(新産都市)として国の指定を受け道路

などの整備が進んでいる.

三本木台地とその周辺の平地は八甲田･十和田のよ
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うた第四紀の火山から遠く六戸など低温の鉱泉は見付

かっていたが温泉が出るなど予想もされていなかった.

しかし14年前八戸に近い太郎沼付近でまた9年前小川

原湖畔で冷却用水と養魚のために掘られたボｰリングか

ら30丁前後の温水が見付かった.そのご800-900m

のボｰリングによって50.C以上の熱水が自噴した結果

時ならぬ温泉ブｰムが始まった.
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第1図地質図磐井(1975)より引用

1.沖積層2.低位段丘堆積層3.中位段丘堆積層

4.高位段丘堆積層5.野辺地層6.甲地層

7.上部鷹架層8.下部鷹架層

台地の地質

温泉はいずれも地下がたり深い新第三紀層のなかで見

付かっている曲この地域の地質については柴崎はか

(1958)北村ほか(エ972)および岩井(!蝸)匁どぽくわ

しく報皆されている出

たか瞳こ

三本木台地はおもに新第三紀中新枇の下部鷹架層1

泊安山岩類1上部鷹架層餅新植の甲地層錦四紀更新

世前期の野辺地層高1中1低位の段丘堆積層および火

山灰層からなっている(篤王馳｡こ¢)うち火山灰層が

それ以下の地層を厚く覆っているため露出状態は良く

たい.しかし工業開発地域造成のために実施された数

100本の浅棚りのボｰリングが露出の不良を補ってい

る.

新第三紀の

1)下部鷹架層はこの地域の北騰架沼湖岸西半部に

発達している･凝灰質砂岩とシルト岩を主とし凝

灰岩や礫岩を挾んでいる.砂岩には肋伽ψθc肋

肋刎脈α{〃goθ伽おNo皿URム餅貫A蝸夏などの員化石

を含んでいる.

ふつこし

2)油安山岩類はこの地域の北下北半島軸部の吹越

えぼし

鳥帽子岳付近に広く分布している主おもに安山岩

の凝灰角礫岩･溶岩および凝灰岩より匁る曲一部

下部鷹架層¢)下部に舌状にはさまれており刷灘と

同時異相の関係にあるとされている串

3)上部鷹架層は尾鮫沼と鷹架沼の周辺などに分布して

いる昔凝灰質砂岩1回シルト着1砂岩を主とし

ところによりこれらが互層状をしている･奉底部

に厚さ20皿前後の軽石凝灰岩が発達し下部鷹架層�
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を整合に覆っている.砂岩とシルト岩中には砂管

やp脇η砂6碗刎尾伽鮒αタ(Y0K0Y畑A)などの貝化

石が見付かっている.

4)甲地層は尾鮫沼･鷹架沼･小川原湖の周辺に広く

分布している.斜層理の発達する軽石砂岩を主と

して礫岩･シルト岩を挾んでいる.本属の砂岩

から貝･有孔虫･海綿骨針などの化石を多産してい

る.本属は下位層を整合に覆っている.

第四紀の

1)野辺地層は古間木層あるいは七戸層とも呼ばれこ

の地域一帯に広く分布している.本属は上北町付

近では主として軟質のシルトからなりカキなど

の貝殻を多量に含むか小川原湖付近では斜薬理

の発達した黄褐色砂が主体であり岩相の側方への

変化が著しい.甲地層との関係は概ね整合とされ

ている.本属から産出されているナウマン象の産

出層準については疑問視するものもあり段丘礫層

とのあいだに対比上の混乱があるようである.

2)段丘堆積層は高位(標高100-120m)中位(同じく15

-20m)低位(同じく5-15m)の各段丘を構成して

いる.各層の厚さは余り厚くない.

3)火山灰層のうちこの地域に広く分布しているのは

新期火山灰層で各段丘堆積層を覆っており黄色

の火山灰と白色の軽石からなっている.このほか

に沖積層と新･旧の砂丘堆積層がある.

この台地は北･酉･南の三方の先新第三系と新第三

系の下位の地層が分布する山地に囲まれている.重力

分布図(第2図)を見ると重力の値は十和田市付近を中

心に山地に向って上昇するほか砂丘などが分布して

!�)�へ�f�I

!25,POSIT工VEANOMALY(mgal〕����

一一25.1NEGATIVEANOMALY(㎜呂肛1)����

sσ一〃ム術����

H�GRAVInH正GH���

L�GRAVIπLOW���

毎����

�漉��

』“����

���

言����

､�L�MISAw^��

剉��

儉��

ξ����

､����

｡･獅術�､���

分一〕〕'?�}�的��

さ����

����

､�プ'���

o�1o�､��

20�30�40�50氏皿�

第2図重力異常図松田ほか(1964)より引用

いる東側の海岸線に向かってほぼ南北方向に急に上昇

しており全体が盆状のパタｰンを示している.これ

らの事実に十和田市市街地の温泉ボｰリングの資料の加

えると台地は全体が新第三系と第四紀の野辺地層の盆

状構造と一致しておりその中心とみられる十和田市付

近ではとくに甲地層が厚い.

温泉の分布

この地域には温泉が多い.12の低温のものを除

いてはすべて近年に怒ってボｰリングによって湧出した

ものでありしかもその殆んどが被圧地下水として自噴

している.

弘前大学の岩井武彦教授は1975年までに開発された17

か所の温泉井をくわしく調べて報告している(岩井1975).

写真1

小川原湖畔の新興溢泉ホ子ル�
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第3図温泉分布図

そのご開発が進み4年間に10か所の掘さくカミ行われい

ずれも成功している.第3図のうちTKMを頭と

する番号の地点は前者1から10までの地点が後者であ

る.なおこのほかに図の地域外であるが1973年に掘さ

くされた十和田市市街地1がある.

これらの地点がどのような地質学的な配慮で選定さ

れたか明らかではないが分布からみると

a)三沢市から北西の七戸町市街地にかけて北酉一南東

方向のやや幅広い地帯

b)三沢市から北に向って小川原湖東の砂州上の南北

方向を示す線状の地帯

C)十和田市市街地のそれぞれに分かれている

温泉と地質

この地域は三方を山地に囲まれ盆状構造内の新第三

系は砂岩や凝灰岩准ど粗粒の堆積物に富みもともと深

層の地下水の包蔵には極めて適している.温泉井の資

料によれば前記の3地域はいずれも500m以深では

地下増温率は5｡一6.Cを示しておりかたり高い.

これら2つの条件が重なって殆んど100%に近い成功率

で温泉が開発されている.

もともとこの地域はこれほど温泉に恵まれるとは想

像もされたいどちらかと言うと地熱の低い地域と考え

られて来た.火山地帯の海溝側のへりを火山フロント

と呼び一般にそれより縁海側は高熱流量域海溝側は

低熱流量域とされている.八甲田火山と十和田火山を

結ぶ地帯(線)がフロントとすればこの地域は海溝側

によっており低熱流量域と考えてもおかしくはなく

この地温勾配の高さは異常である.

このような地温の異常を岩井(1975)は当時開発

が進んでいたa)の地域の温泉群について次のように

説明している.すなわちこの地域の地下は油安山

岩類の溶岩と集塊岩を基盤とし下部鷹架層から野辺地

層までの地層のなかに包蔵されている.三沢市と下田

町付近の盆状構造にはこれらの潜水層が厚く姉沼付近

を通る東西方向で南落ちの砂土路断層(推定断層)に沿

う弱線を通じて熱水の供給を受け温泉水は深度500m

以深に包蔵されているとしている.b)の地域は

さきの南北方向の東に向って急上昇する重力異常を示し

ている地帯と重なっている.このような重力傾度の

一定方向への急激な変化は地下の断層あるいは擦曲を

示す可能性が強くa)の地域と同じようにそれに沿う

弱線から熱水の供給を受けて地下水が温められたもの

かもしれない.いずれにしてもこの温泉地帯の拡が

りと膨大な量の熱水を考えるとこのような弱線が存在

写真2

おぷお

罵駿沼測津の台地1こ仙曲備蓄

熱地と精製工場の建設が予定されて}1:�
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してもあくまでも従的な役割りをはたしているもので

地下の異常底高温はもっと深部の構造か高温岩体に起

因しているものではなかろうか今後の検討が必要であ

る.

深層熱水

石油の代替資源として地熱の開発が重視されている.

今までは岩手県の松川のように火山地帯の地下に賦存し

おもに発電に使われる極く高温の熱流体が対象と在って

きた.しかし非火山地帯の例えば油田地帯などの新

第三紀の堆積盆の地下には温度こそ低いが大量の熱水

が貯溜されている場合があることカミ分かって来た.そ

のような熱水を“深層熱水"と呼び生産の場に役立て

ようと開発の気運が生まれて来た.この地域も候補地

の1っにあげられているが大量に熱水を利用する場合

必ず公害の心配が起きて来る.

この地域の温泉水はすべて青森県衛生研究所で分析カミ

行われている(青森県衛生研究所未発表資料).岩井(1975)

と茂野(1977)(地熱技術開発株式会社一1978による昭和53年

度サンシャイン計画委託研究開発成果報告書)によればこれ

らは中性ないし弱アルカリ性を示すNa+一Cト(HCO｡一)

型のもので化石海水が降水起源の地下水によって稀釈

されたものとされている.固形物総量は極めて少ない.

このような性質はある程度さきの“深層熱水"に

共通しているものとみられるが火山地帯の例えば強酸

性の熱水に比べれば大量利用した場合も公害の心配は

蓬かに少ないであろう.

この地域で温泉以外に熱水を利用している例として養

魚がある.とくに最近鰻の養殖に成功している.将

来は新産都市とくに予定されている石油備蓄基地の消

雪暖房ビニｰルハウスの保温などに利用すれば石

油何万トンにも担当するエネノレギｰ源として役立つであ

ろう.

おわりに

筆者は三本木台地全域の新第三系のなかに包蔵されて

いる4ぴC以上の熱水について埋蔵量の試算を行ったこ

とがある.それによれば推定理蔵量800×109トン可

採埋蔵量240×109トンとなる.この計算は極めて大ざ

っぱ径もので1つの目安に過ぎないがその膨大さの一

端がうかカミわれる.しかし現在温泉として使われてい

る熱水は概ね深度800m前後の40｡一50oCのものであ

り将来60L8ぴCの熱水が求められた場合今より

も深い所に貯溜層を探さなくてはならない.そのため

には広域に渉る地質調査は勿論弾性波探査などによ

る深部の構造に対する検討が必要であろう.

また如何に膨大な量の熱水が見つかったにせよ無制

限に開発が進めば温度は低下しやがては枯渇するだ

ろう･岩井(1975)はさきのa)地域の温泉井に

ついて管理･運営の方向をくわしく述べている.開発

地域が今以上に拡がるとかなり離れた井戸の間にも思

わぬ相互干渉が起こる可能性がある.それの対策が必

要である.

筆者は53年秋現地を訪れたが期間が短かく殆んど

資料収集に終った.これまで述べて来たことは文献

とくに岩井(1975)の研究報告による所が大きい.ま

た資料の収集には大倉商事株式会社大内来三氏が共に

当られた.青森県商工部鉱政保安課および環境保健部

自然保護課の各位には調査中の便宜と資料の提供を受

けた.以上の方々に厚くお礼申上げる.
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